
経済学史学会会則・附則 
 

名 称 
第 1 条 本会は経済学史学会と称する。 
目 的 

第 2 条 本会は、経済学史および社会・経済思想史の研究ならびに内外の学界との交流を目

的とする。 
事 業 

第 3 条 本会は前条の目的を達成するために次の事業を行う。 
（1）研究報告会の開催 

イ．毎年 1 回全国大会を開く。必要に応じて臨時の大会を開くことができる。 
ロ．地方部会および研究会を開くことができる。 

（2）公開講演会の開催 
（3）内外の経済諸学会との連絡と交流 
（4）会誌の発行 
（5）学会賞の授与 
（6）その他本会の目的を達成するために必要な事業 
会 員 

第 4 条 本会の目的に賛同して会員となるには、本会に申し込み、幹事会の承認を受けなけ

ればならない。 
第 5 条 定職者の会員は年会費 10,000 円を納めるものとし、会員からの寄付は随時受け

つける。 
 2 大学院生の年会費は 3000 円、非定職者の年会費は 6,000 円とする。 
 3 終身会員の年会費は徴収しない。終身会員となるには、幹事会の定める細則にもとづい

て申請し、幹事会の承認を受けなければならない。 
第 6 条 会員は、大会・部会および研究会に出席し、終身会員を除いて会誌の配布を受け、

その他幹事会の定めるところによって研究上の便宜を受けることができる。 
第 7 条 会員は書面により代表幹事に通告すれば退会することができる。会費を 2 年間滞

納したものは退会と見なす。ただし、滞納分を納入することにより会員資格を回復すること

ができる。 
名誉会員 

第 8 条 会員であって多年経済学史研究の発達に貢献のあったものは、幹事会の推薦によ

り総会の承認を経て名誉会員とすることができる。 
役 員 

第 9 条 本会に幹事および監事を置く。 
（1）幹事は 30 名以内とし、幹事会を構成して会務を執行する。 




